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主
な
議
案
の
説
明

【
議
案
第
37
号
】む
つ
市
文
化
自
然
学
習
施
設
条
例

　

文
化
お
よ
び
自
然
に
親
し
む
学
習
活
動
な

ら
び
に
市
民
の
交
流
促
進
の
場
を
提
供
し
、

な
ら
び
に
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
の
推
進
を
図
る

た
め
、
文
化
自
然
学
習
施
設
を
設
置
す
る
も

の
【
議
案
第
38
号
】む
つ
市
議
会
の
議
決
す
べ
き
事

件
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

む
つ
市
長
期
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た

り
、
市
に
お
け
る
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行

政
運
営
を
図
る
た
め
の
基
本
構
想
の
策
定
、

変
更
ま
た
は
廃
止
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
よ
る
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
と

す
る
た
め
の
も
の

【
議
案
第
39
号
】む
つ
市
個
人
番
号
の
利
用
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

の
規
定
に
基
づ
く
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
に
よ
る
個
人
番
号
の
利
用
に
関
し

必
要
な
条
文
整
備
を
行
う
た
め
の
も
の

【
議
案
第
40
号
】平
成
28
年
度
む
つ
市
一
般
会
計

補
正
予
算

　
　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
保
育
所
等
利
用
者
の

負
担
軽
減
措
置
に
係
る
シ
ス
テ
ム
改
修
経
費

の
ほ
か
、
ウ
イ
ン
ド
レ
ス
鶏
舎
建
設
を
行
う

農
事
組
合
法
人
に
対
す
る
補
助
金
、
小
学
校

の
図
書
購
入
費
お
よ
び
地
区
公
民
館
の
改
修

経
費
を
増
額
す
る
も
の

　
　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
支
出
金
に
は

歳
出
と
の
関
連
に
お
い
て
補
助
見
込
額
を
、

寄
附
金
に
は
教
育
費
寄
附
金
を
、
諸
収
入
に

は
建
物
災
害
共
済
金
を
計
上
す
る
ほ
か
、
補

正
財
源
を
調
整
す
る
た
め
財
政
調
整
基
金
を

取
崩
し
す
る
も
の

・
補
正
額（
増
額
補
正
）

２
億
１
４
４
９
万
１
０
０
０
円

【
議
案
第
41
号
】財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
む
つ
市

消
防
団
む
つ
消
防
団
第
8
分
団
配
備
の
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
を
老
朽
化
に
伴
い
更
新
す
る
た
め

の
も
の
）

・
取
得
す
る
財
産　

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車　

１
台

・
契
約
の
相
手
方　

有
限
会
社
丸
栄
消
機

・
取
得
価
格　

２
５
０
５
万
６
０
０
０
円

・
契
約
の
方
法　

指
名
競
争
入
札

【
議
案
第
42
号
】財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
む
つ
市

役
所
川
内
庁
舎
配
備
の
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
を
老
朽

化
に
伴
い
更
新
す
る
た
め
の
も
の
）

・
取
得
す
る
財
産

　

除
雪
ト
ラ
ッ
ク（
７
ト
ン
級
）１
台

・
契
約
の
相
手
方　

株
式
会
社
青
工
む
つ
支
店

・
取
得
価
格　

２
０
９
５
万
２
０
０
０
円

・
契
約
の
方
法　

指
名
競
争
入
札

【
議
案
第
43
号
】平
成
28
年
度
む
つ
市
一
般
会
計

補
正
予
算

　
　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
地
方
創
生
推
進
交
付

金
を
活
用
し
た
「
む
つ
市
の
う
ま
い
三
本
の

矢
」に
よ
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業
費
、

下
北
ジ
オ
パ
ー
ク
に
よ
る
観
光
地
域
づ
く
り

推
進
事
業
費
の
ほ
か
、
東
北
観
光
復
興
対
策

交
付
金
を
活
用
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
事

業
費
お
よ
び
市
営
住
宅
の
集
約
建
替
等
に
お

い
て
民
間
の
資
金
お
よ
び
能
力
を
活
用
す
る

官
民
連
携
事
業
の
導
入
可
能
性
調
査
に
要
す

る
経
費
を
増
額
す
る
も
の

　
　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
庫
支
出
金
に
は
歳

出
と
の
関
連
に
お
い
て
補
助
見
込
額
を
計
上

す
る
ほ
か
、
補
正
財
源
を
調
整
す
る
た
め
財

政
調
整
基
金
を
取
崩
し
す
る
も
の

・
補
正
額（
増
額
補
正
） 

３
９
７
６
万
円

【
報
告
第
８
号
】平
成
27
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書

　
　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
に
お
い
て
設
定
し

て
い
た
繰
越
明
許
費
に
つ
い
て
、
繰
越
計
算

書
を
調
製
し
報
告
す
る
も
の

・
翌
年
度
繰
越
額

　
　
　
　
　
　

４
億
３
８
０
９
万
6
６
３
０
円

・
主
な
事
業
名

　
　
「
ぐ
る
り
ん
し
も
き
た
観
光
地
域
づ
く
り

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
運
営
事
業
」、「
下
北
ジ

オ
パ
ー
ク
構
想
に
よ
る
圏
域
住
民
総
活
躍
社

会
実
現
に
向
け
た
地
域
再
生
事
業
」、「
年
金

生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業

（
低
所
得
の
高
齢
者
向
け
）」、「
横
迎
町
中
央

２
号
線
整
備
事
業
」等

【
報
告
第
22
号
】専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及

び
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
27
年
度

む
つ
市
一
般
会
計
補
正
予
算
）

　
　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
に
お
い
て
事
業
費

の
確
定
お
よ
び
決
算
見
込
み
に
よ
り
専
決
処

分
し
た
も
の

・
補
正
額（
減
額
補
正
）

　

４
億
１
０
０
３
万
３
０
０
０
円

【
報
告
第
24
号
】専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及

び
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
む
つ
市
脇
野

沢
温
泉
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　
　

む
つ
市
脇
野
沢
温
泉
、
む
つ
市
ふ
れ
あ
い

温
泉
川
内
お
よ
び
む
つ
市
湯
野
川
温
泉
濃
々

園
の
入
浴
施
設
に
係
る
使
用
料
の
額
を
改
定

し
た
も
の
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【
議
案
第
38
号
】む
つ
市
議
会
の
議
決
す
べ
き

事
件
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例○
質
疑　

な
ぜ
議
決
案
件
と
し
た
の
か
。

▼
答
弁　

平
成
23
年
５
月
の
地
方
自
治
法
改

正
に
よ
り
、
市
町
村
の
基
本
構
想
の
策
定

義
務
が
撤
廃
さ
れ
、
策
定
そ
の
も
の
が
市

町
村
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
当
市
が
将
来

に
わ
た
っ
て
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た

め
に
は
、
従
前
ど
お
り
長
期
総
合
計
画
を

策
定
し
、
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
視
点

を
持
っ
た
重
点
的
か
つ
効
率
的
な
行
政
運

営
を
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
て

い
る
。
市
民
と
行
政
が
協
働
し
て
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
市
が
目
指
す

将
来
像
を
議
員
や
市
民
の
み
な
さ
ま
と
共

有
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

○
質
疑　

基
本
構
想
だ
け
で
な
く
、
基
本

計
画
ま
で
議
決
事
件
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

▼
答
弁　

基
本
計
画
は
政
策
実
現
に
向
け
て

の
行
政
の
内
部
的
な
日
常
の
行
動
指
針
と

そ
の
目
標
を
定
め
た
も
の
で
、
他
の
個
別

計
画
の
中
に
は
法
律
上
、
議
決
を
い
た
だ

い
て
い
る
計
画
も
あ
る
が
、
全
体
と
し
て

議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
と
し
て
は
な
じ

ま
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

○
質
疑　

総
合
計
画
は
基
本
構
想
、
基
本
計

画
、
実
施
計
画
の
三
層
構
造
に
な
る
の
か
。

▼
答
弁　

む
つ
市
長
期
総
合
計
画
策
定
要
綱

の
規
定
に
よ
り
、
策
定
に
必
要
な
基
本
事

項
を
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
期
計
画

に
つ
い
て
も
基
本
構
想
、
基
本
計
画
お
よ

び
実
施
計
画
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

○
質
疑　

総
合
計
画
の
策
定
手
法
、
手
順
は

ど
う
な
る
の
か
。

▼
答
弁　

市
民
の
み
な
さ
ま
に
、
市
の
将
来

像
と
そ
の
実
現
に
必
要
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
提
案
い
た
だ
く
た
め
の「
長
期
総
合
計

画
策
定
市
民
会
議
」を
７
月
ま
で
に
４
回
開

催
し
、
そ
こ
で
の
提
案
を
踏
ま
え
９
月
末

を
目
途
に
素
案
を
取
り
ま
と
め
た
後
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
総
合
開
発
審
議
会

で
の
審
議
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

○
質
疑　

総
合
計
画
の
策
定
過
程
で
、
議
会

は
ど
の
段
階
で
、
ど
の
よ
う
に
関
与
す
る

の
か
。

▼
答
弁　

来
年
３
月
開
会
予
定
の
定
例
会
に

お
い
て
、
審
議
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

【
議
案
第
42
号
】財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
む

つ
市
役
所
川
内
庁
舎
配
備
の
除
雪
ト
ラ
ッ
ク

を
老
朽
化
に
伴
い
更
新
す
る
た
め
の
も
の
）

○
質
疑　

入
札
参
加
者
17
者
の
う
ち
入
札
に

応
じ
た
の
は
３
者
だ
け
だ
が
、
他
の
14
者

は
ど
の
よ
う
な
形
で
棄
権
ま
た
は
辞
退
を

し
た
の
か
。

▼
答
弁　

建
設
用
特
殊
車
両
に
つ
い
て
の
希

望
が
あ
っ
た
業
者
の
中
か
ら
市
内
に
本
店
お

よ
び
支
店
を
有
す
る
者
を
選
定
し
て
お
り
、

特
殊
車
両
と
い
う
こ
と
で
受
注
生
産
と
な
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
者
が
納
入
の
可

否
や
受
注
状
況
お
よ
び
納
期
等
を
考
慮
し

た
結
果
と
受
け
止
め
て
い
る
。
な
お
、
入
札

に
つ
い
て
は
指
名
業
者
17
者
に
対
し
参
加
業

者
は
４
者
で
、
う
ち
１
者
が
辞
退
の
入
札
書

を
投
函
、
残
り
の
13
者
に
つ
い
て
は
入
札
の

開
始
前
に
９
者
が
辞
退
を
申
し
出
、
４
者
が

棄
権
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
報
告
第
17
号
】専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告

及
び
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
む
つ
市

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
）

○
質
疑　

今
回
の
改
正
に
よ
る
市
民
へ
の
影

響
は
ど
う
な
の
か
。
ま
た
、
増
額
や
減
額

と
な
る
金
額
と
対
象
者
数
は
。

▼
答
弁　

平
成
27
年
度
の
賦
課
状
況
か
ら
判

断
す
る
と
、
全
体
の
約
０
・
６
％
の
61
世

帯
が
上
限
の
89
万
円
と
な
り
、
合
計
で
約

４
７
１
万
円
の
増
額
が
見
込
ま
れ
る
。
ま

た
、
軽
減
判
定
所
得
の
拡
大
に
伴
い
２
割

軽
減
か
ら
５
割
軽
減
と
な
る
世
帯
が
31
世

帯
、
軽
減
な
し
か
ら
２
割
軽
減
と
な
る
世

帯
が
40
世
帯
増
加
し
、
軽
減
額
と
し
て
約

１
９
５
万
円
の
減
額
が
見
込
ま
れ
る
。
な

お
、
全
体
の
約
０
・
７
％
の
世
帯
が
軽
減

の
対
象
と
な
る
。

【
報
告
第
23
号
】専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告

及
び
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
平
成
28

議案質疑・討論等議案に対し、質疑とその答弁および討論等についてご紹介します。

議会だより
２０１６．８

年
度
む
つ
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
）

○
質
疑　

平
成
27
年
度
の
累
積
赤
字
が
約

５
億
３
４
０
０
万
円
の
予
定
で
、
平
成
26

年
度
の
累
積
赤
字
が
７
億
２
６
０
０
万
円

だ
っ
た
が
、
平
成
27
年
度
の
単
年
度
収
支

が
大
幅
に
改
善
し
た
要
因
は
。

▼
答
弁　

医
療
保
険
制
度
改
革
に
伴
う

国
か
ら
の
交
付
金
等
の
増
額
分
が
約

１
億
１
０
０
０
万
円
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
が
５
０
０
０
万
円
の
合
わ
せ
て
約

１
億
６
０
０
０
万
円
に
よ
る
も
の
。

○
質
疑　

平
成
28
年
度
で
国
保
税
を
値
上
げ

し
な
く
て
も
累
積
赤
字
解
消
は
可
能
な
の

で
は
な
い
か
。

▼
答
弁　

国
保
税
の
税
率
改
定
と
医
療
保
険

制
度
改
革
に
伴
う
交
付
金
等
の
増
額
は
、

根
本
的
な
目
的
が
異
な
る
も
の
で
あ
り
、

医
療
の
高
度
化
や
新
薬
の
開
発
が
進
展
し

て
い
く
中
で
、
一
人
当
た
り
医
療
費
が
増

加
傾
向
に
あ
る
状
況
に
お
い
て
は
、
税
率

改
定
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
累

積
赤
字
に
つ
い
て
も
国
か
ら
の
交
付
金
等

の
増
額
と
併
せ
、
一
般
会
計
か
ら
の
支
援

を
継
続
的
に
行
い
、
な
る
べ
く
早
期
に
解
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議案賛否一覧 本定例会で審議された議案の議決結果・賛否の一覧をご紹介します。

議会だより
２０１６．８

◆議案第 41号　財産の取得について（むつ市消防団む
つ消防団第 8分団配備の消防ポンプ自動車を老朽化
に伴い更新するためのもの）
◆議案第 42号　財産の取得について（むつ市役所川内
庁舎配備の除雪トラックを老朽化に伴い更新するた
めのもの）
◆議案第 43号　平成 28年度むつ市一般会計補正予算
◆報告第16号　専決処分した事項の報告及び承認を求
めることについて（むつ市税条例等の一部を改正する
条例）
◆報告第17号　専決処分した事項の報告及び承認を求
めることについて（むつ市国民健康保険税条例の一部
を改正する条例）
◆報告第18号　専決処分した事項の報告及び承認を求
めることについて（むつ市承認企業立地計画に従って
設置される施設に係る固定資産税の特別措置に関す
る条例の一部を改正する条例）
◆報告第19号　専決処分した事項の報告及び承認を求
めることについて（むつ市地方活力向上地域に係る固
定資産税の特別措置に関する条例）
◆報告第20号　専決処分した事項の報告及び承認を求
めることについて（行政不服審査法の施行に伴う関係
条例の整備に関する条例の一部を改正する条例）
◆報告第 21号　専決処分した事項の報告及び承認を求
めることについて（むつ市中小企業振興条例の一部を
改正する条例）
◆報告第23号　専決処分した事項の報告及び承認を求
めることについて（平成 28年度むつ市国民健康保険
特別会計補正予算）
◆報告第 24 号　専決処分した事項の報告及び承認を
求めることについて（むつ市脇野沢温泉条例等の一部
を改正する条例）

全会一致で原案可決 ･ 承認・報告となった案件および
報告のみの案件
6 月 23 日採決　【欠席 1： 富岡修】

◆議案第 40号　平成 28年度むつ市一般会計補正予算
◆報告第８号　平成27年度むつ市一般会計繰越明許費
繰越計算書
◆報告第９号　平成 27年度むつ市下水道事業特別会計
繰越明許費繰越計算書
◆報告第10号　平成 27年度むつ市公共用地取得事業
特別会計繰越明許費繰越計算書
◆報告第11号　平成 27年度むつ市魚市場事業特別会
計繰越明許費繰越計算書
◆報告第12号　平成 27年度むつ市水道事業会計継続
費繰越計算書
◆報告第13号　専決処分した事項の報告について（工
事請負契約の一部変更契約について）
◆報告第14号　専決処分した事項の報告について（和
解及び損害賠償の額を定めることについて）
◆報告第15号　専決処分した事項の報告について（工
事請負契約の一部変更契約について）
◆報告第22号　専決処分した事項の報告及び承認を求
めることについて（平成 27年度むつ市一般会計補正
予算）

全会一致で原案可決 ･ 承認となった案件
7 月 1 日採決　【欠席 1： 富岡修】

◆議案第 37号　むつ市文化自然学習施設条例
◆議案第38号　むつ市議会の議決すべき事件を定める
条例の一部を改正する条例
◆議案第 39号　むつ市個人番号の利用に関する条例の
一部を改正する条例 →

　去る４月２５日（月）に３回目となるむつ市議会「議会報告会および市民との意見交換会」を26人の議員が市内５
会場に分かれ開催いたしました。
　当日は、多くのみなさまのご参加とご意見をいただき、誠にありがとうございました。頂戴した意見等については、
今後の議論や政策形成の参考とさせていただきますので、今後ともよろしくお願いいたします。

第３回むつ市議会「議会報告会および市民との意見交換会」が開催されました

主な意見・要望

Ｑ　議員定数を４人削減し22人とした根拠は何か。
Ａ　むつ市と同等規模の市の定数を参考にしました。
Ｑ　むつ運動公園陸上競技場で使用料を徴収することになったが、健康増進を進
　　めている中で逆行しているように感じる。
Ａ　すべての施設で見直しをしており例外とすることはできませんが、市民の健康
　　増進のために利用しやすい環境となるよう協議していきたいと思います。
Ｑ　一般質問で重複している質問は整理してほしい。
Ａ　議員間で調整はしていますが、議員個々の質問の角度や考え方が違うこともあ
　　ります。 脇野沢地域交流センターでの様子
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一般質問このページでは一般質問の内容を一部要約してご紹介します。( 議員が作成した原稿により掲載しています。)

　原 田 敏 匡 議員

問　昨年度新設された財
源対策の専門的部署で
ある資金企画室の平成
28 年度の見通しについて。

答　電源立地地域対策交付金と青森県
核燃料物質等取扱税交付金を合わせ
て 22 億 3900 万円の歳入を見込み、
むつ市消防活動提供事業のほか 19
のソフト事業を予定、特定防衛施設
周辺整備調整交付金１億円の歳入を
見込み、むつ市福祉バス運行事業、
むつ市スクールサポーター配置事業
等を予定している。

　　その他、補助金、交付金事業実施
のノウハウを活かし、財源活用の
コーディネーターとして部局の垣根
を越えて、庁内横断的に財源に関す
る情報と認識を共有していく。

　岡 崎 健 吾 議員

問　指定管理者制度導入
による経費の削減につ
いて。

答　過去 10 年間で約８億円の経費削
減が図られた。

問　ナマコ密漁監視システムの導入お
よびナマコ密漁に係わる罰則等の強
化について。

答　陸奥湾広域水産業再生委員会が、
高性能な密漁監視カメラの導入に向
けて国へ申請中である。また、さら
なる罰則の強化と法体制の整備を青
森県に要望する。

※上記のほか「学校における熱中症予
防対策について」、「学校での組体操
について」、「教師の多忙化解消につ
いて」の質問がありました。

　工 藤 祥 子 議員

問　就学援助を国の目安と
する項目に増やすべき。
また、中学入学準備金を
趣旨のとおり、７月でなく３月に支給
できないか。

答　この制度の受給者は12.35％であり、
市の裁量で認定基準、援助項目を定め
ている。できる範囲で支給を継続し
ていきたい。３月の支給については、
実施している自治体があり、その取り
組み等を参考にしながら検討したい。

問　川内地区で身近な健診場所が今年
２か所なくなり不便になった。他地
域も含め中心地ばかりでは健診者数
が増えないのでは。

答　今後、今年度の受診者数を見極め、受
診しやすい環境づくりを目指していく。

※上記のほか「改正」介護保険についての
質問がありました。　

　佐 賀 英 生 議員

問　町内会・自治会への
加入促進と要望事項に
対する達成率について。

答　加入促進については、転入等の際
に各町内会・自治会に加入してもら
うようお願いをしているとともに、
パンフレットを作成し配布してい
る。また、昨年度の要望件数は 280
件で、土木関係の要望が多かった。
なお、達成率はさまざまな要望があ
り、一概に数字で比較できない。

問　ジオパーク活動への児童・生徒の
取り組みと、取り組んでいる団体へ
の支援体制は。

答　平成 27 年度は小・中・高校の６
校がジオパークについて活動を行
なっている。取り組み団体について
は、市として積極的に支援しバック
アップしている。

　東　健 而 議員

問　大規模な地震が頻発
しているが、当市の全
体的な防災計画と職員
の組織化、対応について。

答　地震で道路が寸断された場合、職
員は登庁可能な居住地の庁舎に登庁
し対応することにしている。

問　市民の訓練参加と指導者の育成に
ついて。

答　多くの市民の方々に参加を呼びかけ、
消防団との連携を密に対応している。

問　湾岸沿いの公共施設の津波被害と備えは。
答　消防計画を作成し、定期的に避難
訓練を実施している。

問　災害に特化した基金の積み立ては。
答　財政調整基金を活用したい。
問　電源が消失時の対応は。
答　各庁舎に非常用電源を設備し、避
難所には発電機を配備している。

全国市議会議長会永年表彰
　
　5 月 31日に東京国際フォーラム（東京都）
で開催された、全国市議会議長会第 92 回
定期総会において、山本留義議員が正副
議長８年以上および議員 20 年以上の特別
表彰を、浅利竹二郎議長が議員 10 年以上
の一般表彰として、今定例会開会日の６月
８日の本会議冒頭、議長および副議長から
表彰状の伝達が行われました。

【正副議長 8 年以上および
　議員 20 年以上の特別表彰】

山本  留義   議員

【議員 10 年以上の一般表彰】

浅利  竹二郎  議長

　濵 田 栄 子 議員

問　地方創生のまちづく
りについて、高齢者社
会において健康寿命を
維持するためには、学ぶ意欲を持ち
続けることが大切だと思う。市民の
講師登録制度をもうけ町内会単位で
学びの場の提供ができないか問う。

答　それぞれの町内会のニーズに合わ
せて町内会のみなさまに学びの場を
提供できるよう努めていく。気軽に
担当課へ相談して欲しい。

問　しごとづくりについて、地域経済
の活性化には農林水産業に加え加工
製造業の強化が必要と考える。製造
業強化に対する目標設定をしている
のか問う。

答　国や県の補助制度や融資制度の情
報提供周知に努める。企業訪問を積
極的に実施していく。

議会だより
２０１６．８
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一般質問 6 月 17 日、20 日、21 日の 3 日間で、12 人の議員が一般質問を行いました。

　野 呂 泰 喜 議員

問　大湊地区湧水群の整
備について。

答　市民団体が今年度、
補助金を活用して実施する。

問　市道浜通線の大湊上町から宇田町
までの融雪溝整備計画は。

答　今後の整備計画ではありますが、
今年度の調査結果を踏まえ、実施設
計に向けて検討を進めていきたい。

問　むつ市で保有している搭乗式ロー
ターリー車１台を大湊地区除排雪ボ
ランティアに貸していただければ、
桜木町から国道 338 号上下線歩道
の確保、市道浜通線の除排雪をボラ
ンティアで実施する。

答　安全対策の実施等、事故防止の観点から
ボランティア除雪を対象とした貸し出し
にはなじまないものと考えている。

　斉 藤 孝 昭 議員

問　企業版ふるさと納税
の活用戦略は。

答　スポーツを通じたに
ぎわい創出と健康づくりを目的に、
新総合体育館整備への活用を検討
中。青少年の健全育成、大会開催な
どによる交流人口増加への効果が期
待される。

※上記のほか、献血や骨髄バンク事
業への普及啓発を積極的に行うべき
ではないか。骨髄ドナー助成制度を
実施できないか。人工透析の必要な
高齢者を受け入れる施設の環境整備
を急ぐべき等の質問がありました。

　菊 池 光 弘 議員

問　公共施設で、避難場
所となる施設の耐震化
について。

答　本年４月に改定した「むつ市耐震
改修促進計画」および３月に策定し
た「むつ市公共施設等総合管理計画」
に基づき計画的に耐震化等を検討し
ていきたい。

問　水道管路緊急改善事業について。
答　平成 29 年度以降も市内全域で老
朽管を耐震管に置き換え、更なる水
道管の耐震化に取り組んでいく。

問　早掛沼公園について。
答　今年度から公共施設長寿命化対策
事業に基づき、当公園も含めた施設
の整備を実施することとしている。

　鎌 田 ちよ子 議員

問　防災対策について。
答　喫緊の課題である自
主防災組織の結成を積
極的に働きかけ、防災関係機関、医
療機関および民間団体等と連携を密
にし防災体制の強化・充実に努める。

問　子育て支援について。
答　支援を必要とされる方々に、家庭
訪問や電話での声がけで関係各課横
断的連携と医療機関や児童相談所等
関係機関との連携で、虐待予防支援
を行なっている。

問　介護保険事業について。
答　平成 29 年４月から要介護１・２
の方のホームヘルプサービスおよび
デイサービスを介護予防・日常生活
支援総合事業に移行し、原則、サー
ビス内容等、現状のままで継続する。
説明会を開催し移行に取り組む。

　横 垣 成 年 議員

問　田名部地区の品ノ木
団地の改修、建て替え
を早期に進めるべき。
団地の現状は人権にも関る状態と言
える。当面、住宅の湿気対策、空き
や家周辺の草刈り、道路の砂利解消、
側溝の整備を進めるべき。

答　建設時から 45 年以上経過し、建
物の老朽化や側溝機能の低下により
衛生的な面において、入居者および
周辺市民のみなさまにご不便をおか
けしている。当該住宅に対する修繕
および除草作業をはじめとする敷地
内の環境整備については、市営住宅
集約建替事業が完了するまでの間、
入居者からの要望、担当者の巡回等
により、計画的に実施し、住環境の
向上に努めていく。

　石 田 勝 弘 議員

問　道の駅建設について
現状を問う。

答　用地の取得は本年度中
に完了する。オープンは平成 32 年度を
予定するが、新体育館等他の大型事業
との兼ね合いから見直しも想定される。

問　市指定ごみ袋の価格改定の考え方は。
答　指定ごみ袋の価格は、市民負担分
として収集運搬およびアックス・グ
リーンでの処理に係る経費の 10％
相当額を加算した額としているが、
資源ごみ用はごみ処理経費の負担分
をゼロとして価格を下げている。

問　肢体不自由児童・生徒の教育施設
の充実について。

答　鉄骨製の車イス用スロープは幅を
広げるなど、児童・生徒、保護者の
みなさんや職員の意見を取り入れた
ものにしたい。

リサイクル燃料備蓄センターを視察
　
　6月 24日に浅利竹二郎議長他15名
の議員が参加し現地視察を行いました。
　リサイクル燃料貯蔵（株）の職員から、
新規制基準への適合性審査の状況など
について説明を受けたあと、貯蔵建屋
を視察しました。

議会だより
２０１６．８
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に
更
新
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
活
動
】

○
所
管
事
務
調
査

　
（
1
）予
算
、
決
算
の
広
報
に
つ
い
て

【
産
業
建
設
常
任
委
員
会
】

○
６
月
23
日
付
託
議
案
審
査

　

産
業
建
設
常
任
委
員
に
付
託
さ
れ
た
１

議
案
・
２
報
告
に
つ
い
て
関
係
部
長
等
の
出

席
を
求
め
審
査
を
行
い
、
全
会
一
致
で
原
案

の
と
お
り
可
決
・
承
認
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
た
。

（
委
員
会
審
査
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
）

・
報
告
第
24
号 

専
決
処
分
し
た
事
項
の
報

告
及
び
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
む
つ
市
脇
野
沢
温
泉
等
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
）

問　

料
金
改
定
の
経
緯
は
。

答　

条
例
に
規
定
さ
れ
て
い
る
利
用
料
金

に
つ
い
て
、
む
つ
市
脇
野
沢
温
泉
、
む
つ

市
ふ
れ
あ
い
温
泉
川
内
、
む
つ
市
湯
野
川

温
泉
濃
々
園
の
利
用
料
金
の
う
ち
、
小
学

生
を
対
象
と
し
た
小
人
の
料
金
が
青
森

県
公
衆
浴
場
入
浴
料
金
の
限
度
額
を
超

え
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、

利
用
料
金
を
４
月
に
遡
っ
て
１
９
０
円
か

ら
１
５
０
円
に
改
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
活
動
】

○
所
管
事
務
調
査

　
（
1
）水
道
料
金
に
つ
い
て

　
（
2
）市
道
下
北
停
車
場
線
交
差
点
の
改

　
　
　

善
に
つ
い
て

　
（
3
）来
さ
ま
い
大
畑
桜
ロ
ー
ド
に
つ
い
て

　
（
4
）川
内
地
区
の
諸
問
題
に
つ
い
て

　
（
5
）む
つ
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

【
民
生
福
祉
常
任
委
員
会
】

○
６
月
23
日
付
託
議
案
審
査

　

民
生
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
２

報
告
に
つ
い
て
関
係
部
長
等
の
出
席
を
求
め

審
査
を
行
い
、
全
会
一
致
で
承
認
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

【
そ
の
他
の
活
動
】

○
所
管
事
務
調
査

　
（
1
）む
つ
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
の
利

　
　
　

用
状
況
に
つ
い
て

　
（
2
）む
つ
市
民
体
育
大
会
の
開
催
状
況

　
　
　

と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

常任委員会活動報告各常任委員会での審査内容や委員会の活動についてご紹介します。

※議会だよりでお知らせした内容の詳細については、今後ホームページ等で公表される会議録をご覧ください。

　
編
集
後
記

　
こ
の
号
が
出
る
頃
は
梅
雨
も
広
範
に
入
り
、
夏

の
足
音
が
聞
こ
え
て
き
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
参
議
院
選
挙
も
終
わ
り
、
新
し
い
議
員
の
方
々

が
選
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
国
民
の

た
め
、
精
一
杯
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
の
は
私

だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
過
日
、
旧
町
村
出
身
の
関
東
会
が
あ
り
出

席
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
大
変
活
躍
を
さ

れ
て
お
り
、
頼
も
し
く
思
い
ま
し
た
。
集
団
就
職

で
行
か
れ
た
方
、
学
校
を
卒
業
し
て
そ
の
ま
ま
就

職
し
た
方
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た

方
な
ど
、
様
々
な
先
輩
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
が
、

異
語
同
音
に
言
う
こ
と
は
、
故
郷
で
頼
む
ぞ
と
言

う
こ
と
と
、
い
つ
ま
で
も
自
然
を
大
事
に
い
い
街

で
あ
り
続
け
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

合
併
し
て
も
故
郷
は
ふ
る
さ
と
の
ま
ま
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
意
外
（
？
）な
こ
と
に
、
議
会
だ
よ
り
を

欠
か
さ
ず
読
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。
大
変
あ
り
が

た
く
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
議
会
だ
よ
り
を

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
心
に
誓
い
帰
っ
て
き
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
井
華
厳

ご意見・ご感想はこちらまで

むつ市議会広報広聴委員会（議会事務局内）
〒 035-8686　青森県むつ市中央一丁目８番１号
　　　　　　　　　　　　　　(0175-22-1111

【広報広聴委員会　委員名簿】
◎委員長　横垣成年　○副委員長　中村正志
　目時睦男、石田勝弘、菊池光弘
　佐賀英生、斉藤孝昭、濵田栄子

【むつ市議会ホームページ】
 H http://www.city.mutsu.lg.jp
　　　　のバナーから アクセスしてください。

議会だより
２０１６．８

国保税の税率が変わりました
( 報告第 17 号関連 )


